
ゼロカーボンシティ実現に向けた市の環境率先行動基本方針 

 

本市では、現在、第４次小牧市環境率先行動計画（2019―2023 年度）に基づ

き、市の事務及び事業に関し、温室効果ガス排出を抑制する取り組みを進めてお

り、令和３年６月にはカーボンニュートラルの実現に向け、「ゼロカーボンシテ

ィ」を表明したところである。 

また、国においては、令和３年１０月に「政府がその事務及び事業に関し温室

効果ガスの排出の削減等のため実行すべき措置について定める計画（以下「政府

実行計画」という。）」を閣議決定し、目標の達成に向けて最大限努力することと

している。 

このような状況下から、本市においても、これまで以上に地球温暖化対策を推

進する必要があるため、政府実行計画に基づいた下記の取り組みを行うこととす

る。 

記 

１ 太陽光発電設備の最大限導入 

   設置可能な公共施設（敷地を含む。）には、太陽光発電設備を最大限導入す

る。また、新築する建築物については、太陽光発電設備を最大限導入すること

を徹底する。導入にあたっては、必要に応じ、ＰＰＡモデル※１等の活用も検討

する。 

２ 公共施設のＬＥＤ化の推進 

   公共施設の新築・改修時には、ＬＥＤ照明の導入を基本とするとともに、既

存の公共施設においても、計画的にＬＥＤ照明への更新を行う。 

３ 公用車への電動車※２の導入 

   代替可能な電動車がない場合等を除き、公用車の新規導入・更新については、

積極的に電動車を導入する。 

４ 公共施設のＺＥＢ化の推進 

   今後予定する新築事業については、原則ＺＥＢ※３基準とする。 

５ 再生可能エネルギー電力調達の推進 

   公共施設で使用する電力は積極的に再生可能エネルギー電力※４を調達する。 

 

  



※１ ＰＰＡモデル：事業者が需要家の屋根や敷地に太陽光発電設備等を無償で設置・運用して、

発電した電気は設置した事業者から需要家が購入し、その使用料をＰＰＡ事業者に支払うビジネ

スモデルをいう。 

※２ 電動車：電気自動車、燃料電池自動車、プラグインハイブリッド自動車、ハイブリッド自動

車をいう。 

※３ ＺＥＢ（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）：快適な室内環境を実現しながら、建物で消費す

る年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物のことをいう。５０％以上の

省エネルギーを図ったうえで、再生可能エネルギー等の導入により、エネルギー消費量を更に削

減した建築物について、その削減量に応じて、①「ＺＥＢ」（１００％以上削減）、②「Ｎｅａｒ

ｌｙ ＺＥＢ」（７５％以上１００％未満削減）、③「ＺＥＢ Ｒｅａｄｙ」（再生可能エネルギー

導入なし）といい、また、３０～４０％以上の省エネルギーを図り、かつ、省エネルギー効果が

期待されているものの、建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律に基づく省エネルギ

ー計算プログラムにおいて現時点で評価されていない技術を導入している建築物のうち１万㎡

以上のものを④「ＺＥＢ Ｏｒｉｅｎｔｅｄ」という。 

※４ 再生可能エネルギー電力：太陽光・風力・地熱・中小水力・バイオマスなどの自然エネルギ

ーで発電した電力のことをいう。 

 

＜参考：政府実行計画（令和３年１０月２２日閣議決定）＞ 

１ 計画期間  2030 年度まで 

２ 温室効果ガス排出量に関する目標 

    2030 年度までに 2013 年度対比 50％削減 

３ 取り組み内容（抜粋） 

（１） 太陽光発電の最大限導入 

2030 年までに設置可能な建築物（敷地含む）の 50％以上に設置を目指す。 

（２） ＬＥＤ照明の導入 

既存設備を含めて 2030 年度までにすべてＬＥＤ照明とする。 

（３） 電動車の導入 

代替可能な電動車がない場合を除き、新規購入・更新については 2022 年度以

降すべて電動車とし、使用する公用車全体でも 2030 年度までにすべて電動

車とする。 

（４） 建築物における省エネルギー対策の徹底 

今後予定する建築物は原則ＺＥＢ Ｏｒｉｅｎｔｅｄ以上とし、2030 年度ま

でに新築建築別平均でＺＥＢ Ｒｅａｄｙ相当となることを目指す。 

（５） 再生可能エネルギー電力調達の推進 

2030 年度までに調達する電力の 60％以上を再生可能エネルギー電力とする。 

 


